真山青果の『好色五人女』解釈 : 八百屋お七の「匂い」 by 丹羽 みさと & ニワ ミサト
真
山
青
果
の
『
好
色
五
人
女
』
解
釈
―
―
八
百
屋
お
七
の
「
匂
い
」
―
―
丹
羽
み
さ
と
は
じ
め
に
真
山
青
果
は
、
八
百
屋
お
七
を
主
人
公
と
す
る
作
品
を
、
三
度
手
掛
け
た
。
第
一
作
目
は
井
原
西
鶴
『
好
色
五
人
女
』（
貞
享
三
年
刊
）
の
現
代
語
訳
『
元
禄
巷
談
』（
新
潮
社
明
治
四
十
三
年
八（
１
）月）
で
あ
り
、
二
作
目
は
西
鶴
作
品
に
加
え
、
他
の
お
七
作
品
か
ら
の
援
用
も
見
ら
れ
る
翻
案
小
説
「
八
百
屋
お
七
―
―
好
色
五
人
女
―
―
」（『
婦
人
公
論
』
中
央
公
論
社
昭
和
四
年
一
、
二
、
四
月
。
以
下
「
婦
人
公
論
版
」
と
表
記
す
る
）
で
あ
る
。
こ
れ
は
未
完
に
終
わ
っ
た
が
、
青
果
は
再
び
筆
を
執
り
、
西
鶴
お
七
か
ら
離
れ
た
独
自
の
展
開
を
見
せ
る
新
し
い
戯
曲
「
八
百
屋
お
七
」（『
冨
士
』
昭
和
八
年
九
、
十（
２
）月）
を
書
き
上
げ
た
。
す
で
に
、
こ
の
三
作
目
を
軸
と
し
て
、
青
果
が
ど
の
よ
う
な
手
法
で
、
ど
の
よ
う
な
新
し
い
お
七
を
創
出
し
た
の
か
、
西
鶴
の
人
物
描
写
へ
の
傾
倒
と
併
せ
て
論
じ
た
こ
と
が
あ（
３
）る。
た
だ
し
、
西
鶴
作
品
の
影
響
を
色
濃
く
残
す
一
、
二
作
目
に
つ
い
て
は
、
省
略
・
改
編
さ
れ
た
部
分
を
指
摘
し
、
出
版
統
制
の
影
響
を
考
察
す
る
に
留
ま
っ
た
。
一
、
二
作
目
を
中
心
と
す
る
本
論
の
前
提
と
し
て
、
改
め
て
『
好
色
五
人
女
』
翻
刻
を
取
り
巻
く
状
況
を
見
て
い
く
と
、
性
的
描
写
へ
の
厳
し
い
検
閲
が
続
き
、
長
い
間
、
完
全
な
翻
刻
が
出
版
で
き
な
か
っ
た
こ
と
が
わ
か（
４
）る。
例
え
ば
、
明
治
二
十
三
年
に
出
版
さ
れ
た
丸
善
・
武
蔵
屋
叢
書
閣
『
好
色
五
人
女
』
は
、「
又
雨
の
あ
か
り
神
鳴
あ
ら
く
ひ
ゞ
き
し
に
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
程
な
く
あ
け
ぼ
の
ち
か
く
谷
中
の
鐘
せ
ハ
し
く
」
と
、
お
七
吉
三
郎
の
密
会
場
面
が
、「
○
」
で
置
き
換
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
帝
国
文
庫
『
西
鶴
全
集
上
巻
』（
博
文
館
明
治
二
十
七
年
）
の
「
好
色
五
人
女
」
で
も
、
武
蔵
屋
本
と
ほ
ぼ
同
じ
部
分
が
単
語
単
位
で
「
○
」
に
置
き
換
え
ら
れ
て
い
る
。「
首
筋
に
喰
つ
き
け
る
」
が
「
○
○
に
○
つ
き
け
る
」
と
な
っ
て
い
る
な
ど
、
二
人
の
間
に
何
が
行
わ
れ
て
い
る
の
か
、
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
さ
ら
に
『
西
鶴
文
粋
下
巻
』（
春
陽
堂
明
治
三
十
八
年
）
で
は
、
お
七
の
新
宅
の
場
面
以
降
し
か
採
録
さ
れ
て
お
ら
ず
、
吉
祥
寺
で
の
出
会
い
と
交
歓
は
全
く
記
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
『
西
鶴
全
集
』（
平
民
書
房
明
治
四
十
年
）
で
も
、
新
発
意
と
の
会
話
の
後
は
翌
朝
へ
と
時
間
が
推
移
し
、
二
人
の
睦
言
は
全
面
的
に
削
除
さ
れ
て
い
（
５
）る。
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こ
の
よ
う
な
時
代
の
制
約
か
ら
、
明
治
四
十
三
年
の
『
元
禄
巷
談
』
発
表
時
点
で
は
、『
好
色
五
人
女
』
の
好
色
的
描
写
を
叙
述
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
一
方
、
伏
せ
字
や
欠
字
が
な
く
、
抄
録
で
も
な
い
『
好
色
五
人
女
』
全
翻
刻
が
出
版
さ
れ
る
の
は
、『
西
鶴
全
集
』（
第
二
期
第
六
日
本
古
典
全
集
刊
行
会
昭
和
二
年
八
月
）
以
降
と
な
る
。
非
売
品
な
が
ら
、
青
果
も
こ
れ
を
所
有
し
て
い（
６
）た。
続
い
て
出
版
さ
れ
た
『
西
鶴
全
集
』（
昭
和
書
院
昭
和
二
年
十
一
月
）
は
、発
行
直
後
に
発
禁
処
分
を
受
け
て
い
る（
７
）が、序
文
に
「
本
書
所
収
の
西
鶴
本
も
二
三
年
前
ま
で
は
兎
角
日
蔭
者
扱
ひ
で
ゐ
た
の
が
、
昨
今
悉
く
「
官
許
」
と
な
つ
た
。
無
論
不
完
全
で
は
あ
る
が
兎
も
角
白
昼
公
然
大
手
を
振
つ
て
出
ら
れ
る
や
う
に
な
つ
た
」
と
あ
り
、
当
局
の
検
閲
も
以
前
よ
り
は
緩
和
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
後
も
、『
新
選
西
鶴
全
集
』（
昭
和
書
院
昭
和
三
年
）
や
『
西
鶴
全
集
前
』（
帝
国
文
庫
第
二
十
篇
博
文
館
昭
和
五
年
）
な
ど
の
全
翻
刻
版
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
婦
人
公
論
版
第
一
回
目
の
自
筆
稿
本
末
尾
に
は
、「
昭
和
三
年
十
一
月
二
十
七
日
起
稿
十
二
月
二
日
脱
稿
（
右
第
一
回（
８
）分）」
と
執
筆
時
が
記
さ
れ
て
い（
９
）る。
ち
ょ
う
ど
検
閲
が
緩
和
さ
れ
始
め
た
頃
で
あ
り
、
時
勢
に
乗
じ
、
再
び
西
鶴
作
品
に
取
り
組
ん
だ
青
果
の
姿
が
浮
か
び
上
が
る
。
本
論
で
は
、
こ
の
様
な
出
版
状
況
の
変
化
を
踏
ま
え
つ
つ
、
一
、
二
作
目
に
改
め
て
取
り
組
み
、
西
鶴
研
究
者
で
あ
る
と
い
う
誇
り
を
持
っ
て
い
た
青
（
１０
）果の
、『
好
色
五
人
女
』
巻
四
に
対
す
る
解
釈
を
見
て
い
き
た
い
。
特
に
青
果
が
意
識
的
に
改
編
し
た
部
分
、
す
な
わ
ち
性
的
描
写
に
焦
点
を
当
て
、
彼
が
西
鶴
お
七
の
何
を
好
色
的
だ
と
見
な
し
、
何
故
そ
の
考
え
に
至
っ
た
の
か
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。
な
お
引
用
文
中
の
ル
ビ
や
傍
点
は
適
宜
省
略
し
、
新
字
体
に
改
め
た
。
西
鶴
『
好
色
五
人
女
』
の
テ
キ
ス
ト
は
、
特
に
指
摘
の
な
い
限
り
、暉
峻
康
隆
・
東
明
雅
校
注
訳
『
井
原
西
鶴
集
１
』（
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
６６
小
学
館
平
成
八
年
）
に
よ
る
。
１
性
的
描
写
―
―
カ
ミ
ナ
リ
―
―
青
果
は
『
元
禄
巷
談
』
の
二
年
前
、「
性
欲
描
写
に
つ
き
て
」
と
い
う
随
筆
を
発
表
し
て
い
た
。
そ
こ
に
は
、
描
写
の
際
に
、
あ
る
指
針
を
設
け
て
い
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
若
し
余
に
し
て
性
欲
描
写
を
企
て
ん
と
す
る
場
合
あ
り
と
せ
ば
、
余
は
そ
の
最
も
際
ど
き
数
行
を
描
く
に
中
心
多
少
の
興
味
と
凝
り
気
を
有
た
ぬ
訳
に
は
行
く
ま
い
と
思
ふ
（
中
略
）
男
と
女
、
相
抱
い
て
寝
た
と
書
い
て
済
む
場
合
で
も
、
余
は
作
家
と
し
て
到
底
こ
の
一
句
に
満
足
す
る
事
は
出
来
な
い
。
更
に
官
能
的
な
、
更
に
刺
戟
的
な
、
更
に
婉
曲
に
し
て
更
に
毒
性
あ
る
文
字
を
使
用
せ
ざ
れ
ば
満
足
出
来
な
い
。
湿
め
る
目
と
か
、
肌
の
匂
と
か
、
胸
の
跳
り
と
か
を
附
加
へ
ざ
れ
ば
満
足
出
来
な
い
。
こ
の
時
色
を
描
け
ば
襦
袢
の
紅
、
髪
の
黒
、
八
ツ
口
、
変
り
袘
、
そ
の
他
必
ら
ず
顫
動
数
の
多
い
印
象
的
な
色
彩
を
喜
び
択
ぶ
に
相
違
な
い
（「
性
欲
描
写
に
つ
き
て
」『
新
潮
』
明
治
四
十
一
年
八
月
）
青
果
は
、
も
し
性
的
描
写
を
試
み
る
機
会
が
あ
れ
ば
、「
官
能
的
」
で
「
刺
戟
的
」
な
、「
婉
曲
」
に
し
て
「
毒
性
」
の
あ
る
文
字
を
駆
使
し
た
い
と
い
う
。検
閲
対
象
と
な
っ
て
い
た
『
好
色
五
人
女
』
の
現
代
語
訳
『
元
禄
巷
談
』
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は
、
ま
さ
に
そ
の
実
践
例
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
同
書
で
、
夜
更
け
に
お
七
が
吉
三
郎
の
も
と
へ
と
向
か
い
、「
相
抱
い
て
寝
」
る
最
も
性
的
な
場
面
は
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。
お
七
又
云
ふ
。
「
俺
も
長
老
様
が
畏
い
。」
そ
し
て
二
人
な
が
ら
、
俯
向
い
て
涙
を
ホ
ロ


零
し
て
居
た
。
雨
は
又
は
げ
し
く
降
り
そ
ゝ
い
で
、
神
鳴
が
轟
く
や
う
に
鳴
り
騒
い
だ
。
蒼
白
く
射
す
稲
妻
は
濡
れ
た
雨
繁
吹
の
中
に
、
硫
黄
臭
い
匂
を
残
し
て
過
ぎ
た
。
夜
が
明
け
た
。
お
七
は
母
親
に
引
立
て
ら
れ
て
、
庫
裡
の
離
屋
へ
帰
さ
れ
た
。
『
好
色
五
人
女
』
の
同
じ
場
面
を
左
に
挙
げ
る
。
「
お
れ
も
長
老
さ
ま
は
こ
は
し
」
と
い
ふ
。
何
と
も
、
こ
の
恋
は
じ
め
も
ど
か
し
。
後
は
ふ
た
り
な
が
ら
涙
を
こ
ぼ
し
、
不
埒
な
り
し
に
、
又
、
雨
の
あ
が
り
神
鳴
あ
ら
け
な
く
ひ
び
き
し
に
、「
こ
れ
は
本
に
こ
は
や
」
と
、
吉
三
郎
に
し
が
み
付
き
け
る
に
ぞ
、
お
の
づ
か
ら
、
わ
り
な
き
情
ふ
か
く
、「
ひ
え
わ
た
り
た
る
手
足
や
」
と
、
肌
へ
ち
か
よ
せ
し
に
、
お
七
う
ら
み
て
申
し
侍
る
は
、「
そ
な
た
さ
ま
に
も
、
に
く
か
ら
ね
ば
こ
そ
、
よ
し
な
き
文
給
は
り
な
が
ら
、
か
く
身
を
ひ
や
せ
し
は
誰
が
さ
せ
け
る
ぞ
」
と
、
首
筋
に
喰
ひ
つ
き
け
る
。
い
つ
と
な
く
、
わ
け
も
な
き
首
尾
し
て
、
ぬ
れ
初
め
し
よ
り
、
袖
は
互
に
、
か
ぎ
り
は
命
と
定
け
る
。
程
な
く
あ
け
ぼ
の
ち
か
く
、
谷
中
の
鐘
せ
は
し
く
比
較
す
る
と
、
吉
三
郎
に
肌
を
寄
せ
、
首
に
食
い
付
き
、
首
尾
を
遂
げ
る
と
い
う
西
鶴
の
「
卑
猥
」
な
部
分
が
全
て
省
略
さ
れ
、
代
わ
り
に
雷
鳴
、
稲
妻
、
香
り
を
伴
う
カ
ミ
ナ
リ
の
描
写
が
続
い
て
い
る
。
カ
ミ
ナ
リ
に
つ
い
て
森
山
重
雄
は
、「
天
と
地
の
結
婚
で
あ
り
、
性
愛
の
結
合
の
象
徴
で
あ（
１１
）る」
と
述
べ
て
お
り
、
青
果
も
同
様
の
発
想
に
基
づ
き
、
直
接
的
な
性
的
描
写
の
代
わ
り
と
し
て
用
い
た
の
だ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、『
好
色
五
人
女
』
の
「
面
目
を
現
代
に
髣
髴
た
ら（
１２
）し」
む
る
こ
と
を
企
図
し
た
『
元
禄
巷
談
』
に
お
い
て
、
カ
ミ
ナ
リ
は
性
的
表
現
の
代
用
と
し
て
適
当
な
も
の
な
の
だ
ろ
う
か
。
以
下
、
こ
れ
ら
の
観
点
か
ら
カ
ミ
ナ
リ
に
つ
い
て
見
て
い
き
た
い
。
カ
ミ
ナ
リ
は
西
鶴
作
品
の
中
で
も
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
表
現
で
あ
り
、『
好
色
五
人
女
』
巻
四
の
中
で
も
「
神
鳴
あ
ら
け
な
く
ひ
び
き
し
に
」「
虫
出
し
の
神
鳴
ひ
び
き
渡
り
」「
き
び
し
く
鳴
る
時
は
」
等
と
記
さ
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
雷
鳴
（
聴
覚
）
に
注
意
が
払
わ
れ
て
お
り
、
稲
妻
（
視
覚
）
や
香
り
（
嗅
覚
）
に
関
す
る
記
述
は
特
に
見
ら
れ
な
い
。
こ
の
カ
ミ
ナ
リ
の
音
に
つ
い
て
、
岡
本
隆
雄
は
初
恋
の
と
き
め
き
や
忍
び
行
く
際
の
緊
張
感
と
い
っ
た
お
七
の
心
情
が
表
わ
さ
れ
て
い
る
と
述
べ（
１３
）る。
ま
た
音
以
外
に
も
、
竹
野
静（
１４
）雄や
森
耕（
１５
）一、
森
山
重（
１６
）雄な
ど
は
、
カ
ミ
ナ
リ
と
禁
忌
の
関
連
か
ら
西
鶴
お
七
を
論
じ
て
い
る
。
特
に
竹
野
は
『
黄
素
妙
論
』（
曲
直
瀬
道
三
抄
訳
天
文
二
十
一
年
）
等
を
取
り
上
げ
、
養
生
書
で
は
交
合
に
不
適
当
な
日
と
し
て
「
雷
電
」
が
記
さ
れ
て
い
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
こ
れ
は
『
好
色
訓
蒙
図
彙
』（
貞
享
三
年
序
）
な
ど
に
も
見
ら
れ
る
― 18 ―
認
識
で
あ
り
、
寺
院
内
の
交
合
と
併
せ
て
、
お
七
の
恋
に
は
「
仏
教
的
禁
忌
と
天
忌
と
が
二
重
に
効
い
て
」
い
る
と
す
る
。
こ
の
他
、カ
ミ
ナ
リ
の
叙
述
が
見
ら
れ
る
西
鶴
該
当
作
品
を
列
挙
す
る
と
、
以
下
の
よ
う
に
な
る
。
１
「
怪
我
の
冬
神
鳴
」『
好
色
一
代
男
』
巻
二
の
二
（
天
和
二
年
十
月
）
２
「
火
神
鳴
の
雲
が
く
れ
」『
好
色
一
代
男
』
巻
四
の
七
（
同
上
）
３
「
欲
捨
て
高
札
」『
諸
艶
大
鑑
』（
好
色
二
代
男
）
巻
三
の
二
（
貞
享
元
年
四
月
）
４
「
神
鳴
の
病
中
」『
西
鶴
諸
国
ば
な
し
』
巻
二
の
七
（
貞
享
二
年
一
月
）
５
「
夜
発
の
付
声
」『
好
色
一
代
女
』
巻
六
の
三
（
貞
享
三
年
六
月
）
６
「
毒
手
を
受
け
太
刀
の
身
」『
武
道
伝
来
記
』
巻
六
の
三
（
貞
享
四
年
四
月
）
７
「
怪
我
の
冬
神
鳴
」『
日
本
永
代
蔵
』
巻
二
の
二
（
貞
享
五
年
一
月
）
８
「
廻
り
遠
き
は
時
計
細
工
」『
日
本
永
代
蔵
』
巻
五
の
一
（
同
上
）
９
「
表
む
き
は
夫
婦
の
中
垣
」『
武
家
義
理
物
語
』
巻
六
の
二
（
貞
享
五
年
二
月
）
１０
「
恋
に
風
有
女
涼
み
」『
色
里
三
所
世
帯
』
巻
一
の
二
（
貞
享
五
年
六
月
）
１１
「
春
の
初
の
松
葉
山
」『
本
朝
桜
陰
比
事
』
巻
一
の
一
（
元
禄
二
年
一
月
）
１２
「
長
崎
の
餅
柱
」『
世
間
胸
算
用
』
巻
四
の
四
（
元
禄
五
年
一
月
）
１３
「
官
女
の
う
つ
り
気
」『
西
鶴
織
留
』
巻
六
の
一
（
元
禄
七
年
三
月
）
１４
「
三
里
違
ふ
た
人
の
心
」『
西
鶴
名
残
の
友
』
巻
一
の
二
（
元
禄
十
二
年
四
月
）
こ
の
内
、『
好
色
五
人
女
』
巻
四
と
近
い
形
で
カ
ミ
ナ
リ
が
用
い
ら
れ
た
作
品
は
、
５
の
「
夜
発
の
付
声
」（『
好
色
一
代
女
』）
と
、
９
の
「
表
む
き
は
夫
婦
の
中
垣
」（『
武
家
義
理
物
語
』）
で
あ
る
。
特
に
似
て
い
る
の
は
、
９
の
「
表
む
き
は
夫
婦
の
中
垣
」
で
あ
る
。「
宵
よ
り
鳴
神
響
き
渡
」
っ
て
い
た
雨
の
夜
、
主
人
格
で
あ
る
娘
は
従
者
で
あ
る
男
の
懐
に
か
け
入
り
、「
こ
は
や
」
と
し
が
み
つ（
１７
）く。
男
は
煩
悩
を
刺
激
さ
れ
る
が
思
い
留
ま
り
、
節
度
あ
る
関
係
を
続
け
る
。
そ
の
行
動
が
後
に
功
を
奏
し
、
女
は
高
家
の
寵
愛
を
受
け
る
資
格
あ
り
と
し
て
、
豊
か
な
暮
ら
し
を
送
る
よ
う
に
な
っ
た
、
と
い
う
筋
で
あ
る
。
カ
ミ
ナ
リ
へ
の
恐
怖
が
、
男
女
の
性
愛
の
き
っ
か
け
と
な
る
点
で
、『
好
色
五
人
女
』
の
お
七
吉
三
郎
の
状
況
と
重
な
る
。
ま
た
女
の
方
か
ら
男
に
働
き
か
け
る
と
い
う
点
で
も
両
者
は
よ
く
似
た
構
成
と
な
っ
て
い
る
。た
だ
し
、
「
表
む
き
は
夫
婦
の
中
垣
」
で
は
男
女
の
関
係
が
進
ま
ず
、
カ
ミ
ナ
リ
の
晩
に
結
ば
れ
な
い
と
い
う
結
果
が
、最
終
的
に
娘
の
栄
達
と
結
び
つ
い
て
お
り
、
不
幸
な
最
後
を
迎
え
る
お
七
と
は
逆
の
結
末
と
な
っ
て
い
る
。
西
鶴
が
カ
ミ
ナ
リ
の
晩
の
行
為
を
禁
忌
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
た
こ
と
は
、
こ
の
相
反
す
る
二
作
品
か
ら
も
指
摘
で
き
る
。
５
の
「
夜
発
の
付
声
」
で
は
、
町
は
ず
れ
に
住
む
元
遣
手
婆
が
、
う
ら
ぶ
れ
た
我
が
身
を
省
み
て
、「
夜
の
雨
に
人
は
お
そ
る
る
神
鳴
を
、
哀
れ
を
し
ら
ば
、
こ
こ
に
落
ち
て
我
を
掴
め
よ
か
し
。
惜
し
か
ら
ぬ
は
命
、
今
と
い
ふ
今
、
浮
世
に
ふ
つ


と
あ
き（
１８
）ぬ」（
傍
線
論
者
、
以
下
同
）
と
語
る
。
落
雷
に
打
た
れ
る
怖
さ
よ
り
も
、
誰
か
ら
も
見
放
さ
れ
た
憂
鬱
な
今
の
気
分
の
方
が
嫌
だ
と
い
う
心
情
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
老
女
の
言
葉
は
、
お
七
― 19 ―
が
「
吉
三
郎
殿
に
あ
ふ
べ
き
首
尾
、
今
宵
な
ら
で
は
」
と
思
う
下
心
か
ら
、
「
さ
て
も
う
き
世
の
人
、
何
と
て
鳴
神
を
お
そ
れ
け
る
ぞ
。
捨
て
て
か
ら
命
、
す
こ
し
も
我
は
お
そ
ろ
し
か
ら
ず
」
と
、
落
雷
を
引
き
合
い
に
出
し
て
、
本
来
の
意
図
を
強
調
す
る
趣
向
と
似
通
っ
て
い
る
。
以
上
の
様
に
、
西
鶴
は
カ
ミ
ナ
リ
を
以
て
、
禁
忌
と
恐
怖
心
、
そ
し
て
性
愛
衝
動
を
表
し
て
お
り
、
青
果
が
カ
ミ
ナ
リ
を
好
色
描
写
と
し
て
用
い
た
の
は
、
妥
当
な
表
現
方
法
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
た
だ
し
、『
元
禄
巷
談
』
と
異
な
り
、
西
鶴
作
品
で
は
カ
ミ
ナ
リ
の
「
匂
い
」
に
つ
い
て
の
言
及
は
な（
１９
）い。
１４
「
三
里
違
ふ
た
人
の
心
」
は
、「
神
鳴
た
く
の
す
か
ぬ
時
は
、
抹
香
を
焼（
２０
）」と
し
て
、
香
を
関
連
付
け
て
い
る
が
、
こ
れ
は
落
雷
よ
け
の
呪
い
で
あ
り
、
青
果
作
品
の
よ
う
に
カ
ミ
ナ
リ
自
体
が
発
す
る
「
匂
い
」
で
は
な
い
。
西
鶴
の
俳
句
に
も
カ
ミ
ナ
リ
と
香
の
付
合
が
あ
る
が
、
同
様
の
連
想
だ
ろ
う
。
常
香
盤
は
一
日
一
夜
さ
神
鳴
も
天
の
ま
は
り
や
し
ら
す
ら
ん
吐
圭
の
車
共
に
月
影
（『
独
吟
一
日
千
句
』
延
宝
四
年
四
月
八
日（
２１
）序）
ち
な
み
に
常
香
盤
は
、『
好
色
五
人
女
』
巻
四
に
も
現
れ
て
い
る
が
、
時
間
を
知
ら
せ
る
鈴
の
音
か
ら
、
雷
鳴
と
共
に
聴
覚
を
刺
激
す
る
も
の
と
見
な
さ
れ
て
い（
２２
）る。
た
だ
し
、
西
鶴
自
身
の
連
想
で
は
な
い
も
の
の
、
カ
ミ
ナ
リ
の
「
匂
い
」
が
想
起
さ
れ
た
も
の
も
あ
る
。
う
れ
い
の
雨
に
お
つ
る
神
鳴
鶴
（
注
井
原
西
鶴
）
夕
煙
ゑ
ん
せ
う
く
さ
い
わ
る
く
さ
い
雲
（
注
江
雲
葎
宿
翁
）
（『
虎
渓
の
橋
』
延
宝
六
年（
２３
）刊）
「
神
鳴
」
に
続
い
て
「
夕
煙
ゑ
ん
せ
う
」
が
詠
ま
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
か
ら
、
カ
ミ
ナ
リ
と
「
匂
い
」
の
組
み
合
わ
せ
は
、
一
般
に
全
く
乖
離
し
た
表
現
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
と
は
い
え
、
西
鶴
が
カ
ミ
ナ
リ
の
「
匂
い
」
に
言
及
し
て
は
い
な
い
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
西
鶴
作
品
の
本
質
を
現
代
語
訳
に
よ
っ
て
表
現
し
よ
う
と
し
た
青
果
は
、
な
ぜ
「
硫
黄
臭
い
匂
」
を
書
き
加
え
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
が
「
官
能
的
」
で
「
刺
激
的
」
な
、「
婉
曲
」
に
し
て
「
毒
性
」
の
あ
る
性
的
表
現
に
成
り
得
る
と
思
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。そ
の
答
え
を
探
る
た
め
に
は
、
『
好
色
五
人
女
』
巻
四
と
『
元
禄
巷
談
』
に
記
さ
れ
た
「
匂
い
」
に
つ
い
て
、
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
２
西
鶴
の
「
匂
い
」
『
好
色
五
人
女
』
の
中
に
は
、
様
々
な
香
り
が
漂
っ
て
い
る
。
ま
ず
現
れ
る
の
は
、避
難
先
の
吉
祥
寺
で
お
七
が
見
付
け
た
着
物
の
「
匂
い
」
で
あ
る
。
住
職
か
ら
渡
さ
れ
る
多
く
の
衣
服
の
中
か
ら
、
お
七
が
一
枚
の
着
物
に
関
心
を
抱
い
た
の
は
、「
黒
羽
二
重
の
大
ふ
り
袖
に
、
梧
銀
杏
の
な
ら
べ
紋
、
紅
う
ら
を
山
道
の
す
そ
取
り
、
わ
け
ら
し
き
小
袖
」
と
目
を
惹
く
仕
立
て
も
さ
た
き
る
こ
と
な
が
ら
、「
焼
か
け
残
り
て
、
お
七
心
に
と
ま
り
」
と
、
香
の
「
匂
い
」
に
誘
わ
れ
て
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
お
七
と
同
じ
年
の
頃
、
早
世
し
た
で
あ
ろ
う
元
の
持
ち
主
に
思
い
を
馳
せ
、「
哀
れ
に
い
た
ま
し
く
、
あ
ひ
み
ぬ
人
に
無
常
お
こ
り
て
」
鎮
魂
の
た
め
の
題
目
を
唱
え
る
。
お
七
が
匂
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い
を
契
機
に
、
気
持
ち
を
揺
る
が
せ
て
い
る
様
子
が
う
か
が
え
る
。
そ
し
て
こ
の
直
後
に
、
銀
色
の
毛
抜
き
で
僅
か
な
棘
を
抜
こ
う
と
す
る
繊
細
な
美
少
年
、
吉
三
郎
を
見
て
恋
心
を
抱
く
。
従
来
の
研
究
で
は
、
死
者
を
悼
む
沈
ん
だ
気
持
ち
か
ら
、
好
み
の
男
性
を
見
て
心
を
と
き
め
か
す
ま
で
の
感
情
の
流
れ
と
振
れ
幅
の
大
き
さ
か
ら
、「
変
わ
り
や
す
い
乙
女
心
を
巧
み
に
可
笑
し
く
印
象
づ
け（
２４
）る」
も
の
と
さ
れ
て
き
た
。
青
果
自
身
も
「
野
に
通
り
雲
で
も
翳
す
の
を
見
る
や
う
に
、
は
し
や
い
だ
り
沈
ん
だ
り
決
り
の
な
い
娘
の
所
作
を
こ
ゝ
ろ
可
笑
し
く
眺
め
て
居
る
」
母
親
を
登
場
さ
せ
て
お
り
、
お
七
を
感
情
の
起
伏
が
激
し
い
少
女
と
見
て
い
た
。
確
か
に
、
こ
の
場
面
は
お
七
の
不
安
定
な
情
緒
を
描
い
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
始
ま
り
は
、
お
七
が
「
匂
い
」
を
嗅
い
だ
こ
と
に
端
を
発
し
て
お
り
、
そ
れ
が
お
七
の
感
情
に
強
く
作
用
す
る
力
を
持
っ
て
い
る
こ
と
に
注
意
し
た
い
。
次
に
お
七
が
「
匂
い
」
を
嗅
ぐ
の
は
、
吉
三
郎
の
部
屋
へ
と
忍
ん
で
行
く
途
中
、
新
発
意
に
邪
魔
を
さ
れ
る
時
で
あ
る
。
な
お
、
こ
の
直
前
に
新
発
意
が
常
香
盤
に
「
香
も
り
つ
ぎ
て
」
佇
む
が
、
こ
の
香
を
お
七
が
嗅
い
だ
と
す
る
一
文
は
な
い
。
お
七
し
ら
け
て
は
し
り
寄
り
、「
こ
な
た
を
抱
い
て
寝
に
き
た
」
と
い
ひ
け
れ
ば
、
新
発
意
笑
ひ
、「
吉
三
郎
さ
ま
の
事
か
。
お
れ
と
今
ま
で
跡
さ
し
て
臥
し
け
る
。
そ
の
証
拠
に
は
こ
れ
ぞ
」
と
、
こ
ぶ
く
め
の
袖
を
か
ざ
し
け
る
に
、
白
菊
な
ど
い
へ
る
留
木
の
う
つ
り
香
、「
ど
う
も
な
ら
ぬ
」
と
、
う
ち
な
や
み
、
そ
の
寝
間
に
入
る
を
、
新
発
意
声
立
て
て
、「
は
あ
、
お
七
さ
ま
、
よ
い
事
を
」
と
い
ひ
け
る
脈
絡
の
な
い
お
七
の
行
動
に
、
さ
て
は
吉
三
郎
に
会
い
に
来
た
の
だ
ろ
う
と
、
真
の
目
的
を
見
透
か
し
た
新
発
意
は
、
袖
に
残
っ
た
吉
三
郎
の
移
り
香
を
わ
ざ
と
お
七
に
嗅
が
せ
る
。
す
る
と
、
お
七
は
「
ど
ふ
に
も
な
ら
ぬ
」
と
恥
も
外
聞
も
な
く
、
己
の
欲
望
に
従
い
、
吉
三
郎
の
部
屋
に
入
ろ
う
と
す
る
。
こ
の
場
面
に
お
い
て
、
お
七
は
間
違
い
な
く
吉
三
郎
の
「
匂
い
」
に
官
能
を
刺
激
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
衝
動
が
、
吉
三
郎
と
の
一
夜
を
過
ご
す
き
っ
か
け
と
な
る
。
二
人
の
仲
が
進
展
し
た
後
、
再
び
お
七
が
好
色
的
感
情
を
見
せ
る
の
は
、
新
し
く
建
て
替
え
ら
れ
た
八
百
屋
の
土
間
で
体
を
休
め
て
い
る
「
里
の
子
」
に
対
し
て
で
あ
る
。
「
心
よ
く
あ
り
し
を
、そ
の
ま
ま
お
か
せ
給
へ
」
と
下
女
の
い
へ
る
を
、
聞
か
ぬ
顔
し
て
ち
か
く
よ
れ
ば
、
肌
に
つ
け
し
兵
部
卿
の
か
を
り
、
何
と
や
ら
ゆ
か
し
く
て
、
笠
を
取
除
け
み
れ
ば
、
や
ご
と
な
き
脇
顔
の
し
め
や
か
に
、
鬢
も
そ
そ
け
ざ
り
し
を
、
し
ば
し
見
と
れ
て
、
そ
の
人
の
年
頃
お
も
ひ
い
た
し
て
、
袖
に
手
を
さ
し
入
て
見
る
に
、
浅
黄
は
ぶ
た
へ
の
下
着
、「
こ
れ
は
」
と
、
こ
こ
ろ
を
と
め
し
に
、
吉
三
郎
殿
な
り
。
下
女
に
止
め
ら
れ
る
の
も
構
わ
ず
、
好
奇
心
か
ら
「
里
の
子
」
に
近
づ
い
た
お
七
が
、
い
た
ず
ら
に
そ
の
肌
に
触
れ
よ
う
と
す
る
の
は
、
彼
か
ら
「
兵
部
卿
の
か
ほ
り
」
が
し
た
た
め
で
あ
る
。
こ
の
行
動
は
、
粗
末
な
身
な
り
の
少
年
か
ら
、
よ
い
香
り
が
漂
う
違
和
感
に
興
味
を
覚
え
た
せ
い
も
あ
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
一
瞬
の
芳
香
に
刺
激
さ
れ
、「
袖
に
手
を
さ
し
入
れ
」
て
直
接
肌
に
触
ろ
う
と
す
る
積
極
性
を
考
慮
す
る
と
、
好
色
的
感
情
が
「
匂
い
」
に
よ
っ
て
喚
起
さ
せ
ら
れ
た
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
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「
里
の
子
」
に
身
を
や
つ
し
た
吉
三
郎
は
、
お
七
の
下
男
久
七
に
も
、
い
た
ず
ら
を
さ
れ
そ
う
に
な
る
。久
七
が
吉
三
郎
に
興
味
を
そ
そ
ら
れ
た
の
は
、
前
髪
の
あ
る
外
見
や
、
あ
か
ぎ
れ
の
な
い
足
な
ど
目
に
見
え
る
情
報
に
よ
っ
て
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
久
七
も
、
吉
三
郎
の
口
を
吸
お
う
と
し
て
、「
根
深
・
に
ん
に
く
喰
ひ
し
口
中
も
し
れ
ず
」
と
思
い
と
ど
ま
る
よ
う
に
、
嗅
覚
情
報
に
左
右
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
吉
祥
寺
に
住
む
吉
三
郎
が
、
戒
律
で
禁
じ
ら
れ
た
ネ
ギ
や
ニ
ン
ニ
ク
を
摂
取
し
て
い
る
は
ず
は
な
い
が
、「
里
の
子
」
と
い
う
姿
か
ら
、
久
七
は
日
頃
の
食
生
活
を
想
像
し
、
不
快
な
「
匂
い
」
が
す
る
だ
ろ
う
と
吉
三
郎
を
却
け
る
。
こ
れ
は
、
視
覚
情
報
重
視
の
久
七
で
さ
え
、
嗅
覚
情
報
で
性
欲
が
増
減
す
る
こ
と
を
表
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
西
鶴
の
八
百
屋
お
七
に
は
、
し
ば
し
ば
「
匂
い
」
が
好
色
的
欲
望
を
伴
っ
て
記
さ
れ
る
。
お
七
と
吉
三
郎
が
一
夜
を
過
ご
す
カ
ミ
ナ
リ
の
場
面
で
、「
硫
黄
臭
い
匂
」
と
い
う
一
文
を
青
果
が
付
け
加
え
た
の
は
、『
好
色
五
人
女
』
の
描
写
を
よ
く
反
映
し
た
、
好
色
的
か
つ
婉
曲
な
表
現
方
法
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
３
青
果
の
「
匂
い
」
『
元
禄
巷
談
』
に
は
、
カ
ミ
ナ
リ
に
付
随
す
る
「
硫
黄
臭
い
匂
」
以
外
に
も
、
様
々
な
「
匂
い
」
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
「
匂
い
」
は
ど
の
よ
う
な
感
情
を
も
た
ら
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
ま
ず
は
、
僧
侶
か
ら
渡
さ
れ
る
黒
羽
二
重
の
描
写
に
、「
何
時
誰
の
焚
き
掛
け
の
残
り
か
、
軽
い
香
の
匂
が
ホ
ン
ノ
リ
と
小
袖
を
揺
う
て
居
た
」
と
い
う
表
現
が
見
え
る
。
青
果
の
お
七
も
西
鶴
同
様
、「
訳
も
な
く
そ
の
人
が
悲
し
く
な
つ
て
」
し
ま
い
、
感
傷
的
に
な
る
。
そ
の
後
、
お
七
が
題
目
を
唱
え
る
場
面
で
、
新
た
に
「
冬
の
日
は
匂
ひ
薄
く
暮
れ
て
、
門
前
の
寂
し
い
表
町
か
ら
暮
時
の
ざ
わ
め
き
が
幽
か
に


空
気
を
動
か
し
て
来
た
」
と
い
う
一
文
が
挿
入
さ
れ
る
。
こ
の
「
匂
い
」
は
、
寂
し
い
冬
の
光
景
を
描
写
し
た
も
の
で
あ
る
が
、早
世
し
た
人
物
に
同
情
し
、
し
ん
み
り
と
思
い
沈
む
お
七
の
感
情
が
投
影
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
他
、
カ
ミ
ナ
リ
の
晩
に
母
親
や
乳
母
が
「
線
香
を
焚
」
く
場
面
が
加
え
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
に
は
わ
ず
か
に
、
カ
ミ
ナ
リ
に
対
す
る
母
親
た
ち
の
不
安
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
み
で
あ
り
、
こ
れ
は
単
な
る
ま
じ
な
い
と
考
え
て
い
い
だ
ろ
う
。
こ
れ
ら
の
「
匂
い
」
に
、
好
色
的
な
も
の
を
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
そ
の
後
記
さ
れ
る
「
匂
い
」
に
は
、
明
ら
か
に
男
女
間
の
情
欲
が
示
さ
れ
て
い
る
。
お
七
と
吉
三
郎
と
の
交
歓
の
場
面
は
、「
硫
黄
臭
い
匂
」
を
残
す
稲
妻
で
表
現
さ
れ
て
お
り
、
人
気
の
無
く
な
っ
た
土
間
で
、
お
七
が
少
年
に
接
触
し
よ
う
す
る
の
は
、
里
の
子
か
ら
漂
う
「
兵
部
卿
ら
し
い
焚
香
の
匂
ひ
」
に
刺
激
さ
れ
て
の
こ
と
で
あ
る
。
『
元
禄
巷
談
』
に
記
さ
れ
た
「
匂
い
」
は
、
お
七
の
感
情
を
動
か
し
、
好
色
性
を
暗
示
す
る
。
一
方
で
『
好
色
五
人
女
』
巻
四
に
描
か
れ
つ
つ
も
、『
元
禄
巷
談
』
に
反
映
さ
れ
な
か
っ
た
「
匂
い
」
も
あ
る
。
そ
れ
ら
を
探
り
、
青
果
が
「
匂
い
」
に
何
を
感
知
し
て
い
た
の
か
を
、
さ
ら
に
明
確
に
し
て
い
き
た
い
。
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、『
好
色
五
人
女
』
で
は
新
発
意
が
お
七
に
、
吉
三
郎
の
移
り
香
を
わ
ざ
と
嗅
が
せ
て
欲
望
を
煽
る
場
面
が
あ
る
。
青
果
は
、
こ
の
部
分
を
全
て
消
去
し
、
こ
こ
に
何
を
し
に
来
た
の
か
「
俺
あ
チ
ヤ
ン
と
知
つ
て
る
ぞ
」
と
新
発
意
に
言
わ
せ
る
の
み
で
あ
る
。
新
発
意
は
お
七
に
「
何
を
」
と
尋
ね
ら
れ
て
も
「
何
ん
だ
ッ
て
好
い
や
、
俺
は
知
つ
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て
居
る
」
と
そ
の
内
容
を
具
体
的
に
は
語
ら
な
い
。「
云
は
れ
る
な
ら
云
つ
て
御
覧
。
男
な
ら
ハ
ツ
キ
リ
云
つ
て
御
覧
」「
云
は
れ
た
ツ
て
、
私
、
好
い
ん
だ
け
れ
ど
」
と
畳
み
か
け
る
お
七
に
も
具
体
的
に
答
え
る
こ
と
な
く
新
発
意
は
話
を
そ
ら
し
、
銭
と
カ
ル
タ
と
米
饅
頭
の
口
止
め
料
を
請
求
し
て
、
物
語
か
ら
退
場
す
る
。
お
七
が
照
れ
隠
し
に
、「
お
前
と
寝
に
来
た
」
と
い
う
部
分
は
そ
の
ま
ま
の
表
記
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
青
果
は
性
的
な
語
句
で
も
、
単
な
る
冗
談
で
済
ま
さ
れ
る
も
の
に
は
、
避
け
る
程
の
好
色
性
を
見
出
し
て
い
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
翻
る
と
、
お
七
が
性
的
衝
動
を
抑
え
き
れ
な
く
な
る
吉
三
郎
の
「
匂
い
」
に
、
青
果
は
避
け
る
に
十
分
な
「
卑
猥
」
さ
を
読
み
取
っ
た
と
い
え
よ
う
。
も
う
ひ
と
つ
の
削
除
は
、
田
舎
の
少
年
に
身
を
や
つ
し
た
吉
三
郎
か
ら
想
像
さ
れ
る
ネ
ギ
と
ニ
ン
ニ
ク
の
「
匂
い
」
で
あ
る
。『
好
色
五
人
女
』
で
は
、
八
百
屋
の
土
間
で
寒
さ
に
震
え
る
吉
三
郎
に
、
久
七
が
茶
碗
の
湯
を
与
え
、
若
衆
に
良
い
年
頃
だ
と
い
い
な
が
ら
前
髪
を
弄
ぶ
場
面
が
あ
る
。
久
七
の
気
を
そ
ら
す
為
に
、
吉
三
郎
は
畑
仕
事
し
か
知
ら
な
い
と
答
え
る
と
、
今
後
は
足
を
さ
す
っ
た
上
、
口
を
寄
せ
る
。
久
七
が
思
い
止
ま
る
の
は
、
吉
三
郎
の
口
臭
を
想
像
し
た
た
め
で
あ
る
。
こ
の
部
分
を
、
青
果
は
次
の
よ
う
に
改
め
た
。
「
可
哀
さ
う
に
親
々
が
悪
る
い
。
お
前
幾
つ
に
な
ん
な
さ
る
。」
と
下
男
の
久
七
は
跼
ん
で
用
の
無
い
事
ま
で
聞
い
て
居
た
。
「
は
い
、
十
六
に
な
り
ま
す
。」
「
こ
こ
の
嬢
様
も
十
六
。
そ
れ
に
し
て
も
百
姓
に
は
惜
し
い
、
華
奢
な
生
れ
だ
。
こ
れ
で
も
家
に
居
て
は
農
仕
事
を
な
さ
る
か
。」
「
馬
の
手
綱
を
曳
い
た
り
、
草
鞋
を
作
り
ま
し
た
り
し
て
。」
と
小
児
は
顔
を
か
く
し
て
暗
い
隅
に
小
さ
く
な
つ
て
居
た
。
西
鶴
作
品
で
描
か
れ
た
、
性
的
対
象
と
し
て
吉
三
郎
を
見
る
久
七
と
、
そ
の
視
線
か
ら
懸
命
に
逃
れ
よ
う
と
す
る
吉
三
郎
と
い
う
構
図
は
、
子
供
の
体
調
を
気
遣
う
優
し
い
大
人
と
、
真
摯
に
答
え
る
少
年
の
応
対
に
変
化
し
て
お
り
、
全
く
様
子
が
異
な
っ
て
い
る
。
肉
体
的
な
接
近
に
よ
っ
て
想
像
さ
れ
る
ネ
ギ
と
ニ
ン
ニ
ク
の
「
匂
い
」
を
削
除
し
て
い
る
の
は
、
徹
底
し
て
久
七
か
ら
好
色
性
を
排
除
し
た
結
果
で
あ
る
。
『
元
禄
巷
談
』
の
「
匂
い
」
を
追
っ
て
い
く
と
、
青
果
が
西
鶴
の
「
卑
猥
な
文
字
」
を
、
具
体
的
な
性
的
描
写
だ
け
で
な
く
、「
匂
い
」
に
見
出
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。『
好
色
五
人
女
』
の
性
的
描
写
に
対
す
る
こ
の
よ
う
な
解
釈
は
、
約
二
十
年
後
の
婦
人
公
論
版
に
も
反
映
さ
れ
て
い
る
。
雑
誌
『
婦
人
公
論
』
で
、
昭
和
四
年
一
月
か
ら
四
月
ま
で
連
載
さ
れ
た
「
八
百
屋
お
七
―
―
好
色
五
人
女
―
―
」
で
は
、
第
一
回
の
冒
頭
か
ら
「
匂
い
」
が
お
七
を
刺
激
す
る
。
炬
燵
で
ま
ど
ろ
ん
で
い
た
お
七
が
ふ
っ
と
目
を
覚
ま
す
の
は
、
懸
硯
箱
に
置
か
れ
た
「
早
咲
き
の
水
仙
花
」
の
「
ほ
ん
の
り
と
漂
は
す
や
う
な
忍
び
や
か
な
香
り
」
が
無
意
識
に
お
七
の
鼻
孔
を
突
い
た
こ
と
に
よ
る
。
嗅
覚
を
刺
激
さ
れ
、
覚
醒
し
た
お
七
が
思
う
の
は
、「
こ
の
頃
、
今
ま
で
に
知
ら
な
い
自
分
を
見
る
」
時
が
あ
る
と
い
う
自
己
認
識
で
あ
せ
ゝ
ら
ぎ
る
。
具
体
的
に
は
、「
お
ぼ
ろ
月
夜
の
小
溝
の
流
れ
音
に
、
か
す
か
な
湯
垢
む
な
い
た
の
か
ほ
り
の
鼻
に
来
る
の
を
は
つ
き
り
と
感
じ
て
、
悲
し
き
ま
で
に
胸
隔
を
せ
め
ら
れ
」
る
と
い
う
自
分
の
姿
で
あ
る
。
か
す
か
な
光
や
音
、
匂
い
と
い
う
五
感
の
中
か
ら
、
お
七
が
本
能
的
に
胸
を
締
め
付
け
ら
れ
る
の
は
、「
湯
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垢
の
か
ほ
り
」
と
い
う
裸
体
に
直
結
す
る
「
匂
い
」
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
場
面
は
西
鶴
の
『
好
色
五
人
女
』
に
拠
ら
ず
、
新
た
に
つ
け
加
え
ら
れ
た
一
文
で
あ
り
、
お
七
が
嗅
覚
に
よ
っ
て
感
情
を
刺
激
さ
れ
る
少
女
で
あ
る
こ
と
を
、
再
度
強
調
し
よ
う
と
す
る
青
果
の
意
識
が
垣
間
見
え
る
。
更
に
、
吉
三
郎
の
棘
を
抜
く
場
面
で
も
、
青
果
は
新
た
な
「
匂
い
」
を
漂
わ
せ
る
。
美
少
年
の
し
な
や
か
な
指
先
は
、
夕
闇
に
ホ
ン
ノ
リ
と
白
か
つ
た
。
そ
う
ぶ
げ
し
て
少
し
胎
毛
の
あ
る
軟
か
な
腕
の
膚
は
、
お
七
の
腋
の
下
に
は
さ
ま
に
ほ
れ
ま
す
。
髪
に
と
め
た
梅
花
の
か
ほ
り
は
、
香
は
し
い
少
年
の
呼
吸
と
共
に
、
お
七
の
額
を
掠
め
て
感
じ
ま
す
。
お
七
は
そ
の
瞬
間
、
た
ゞ
体
中
の
血
が
く
る
め
い
て
、
少
年
と
同
じ
体
に
脈
う
つ
や
う
な
気
が
し
ま
し（
２５
）た。
『
元
禄
巷
談
』
で
も
、
吉
三
郎
の
腕
は
「
お
七
の
腋
窩
に
挟
ま
れ
」、
同
時
に
彼
の
「
熱
か
い
呼
吸
が
娘
の
額
を
掠
め
」
る
。
同
じ
よ
う
な
立
ち
位
置
で
記
さ
れ
て
い
る
婦
人
公
論
版
で
は
、
更
に
お
七
が
自
分
の
髪
に
飾
っ
た
梅
花
の
「
匂
い
」
と
吉
三
郎
の
「
香
ば
し
い
」
息
を
同
時
に
感
じ
る
様
子
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
重
な
り
合
う
よ
う
に
立
つ
二
人
の
距
離
は
、
非
常
に
近
い
。
一
方
、
西
鶴
の
『
好
色
五
人
女
』
で
は
、「
御
手
を
と
り
て
、
難
儀
を
た
す
け
申
し
け
る
」
と
の
み
記
さ
れ
て
お
り
、
挿
絵
で
も
お
七
の
母
は
、
吉
三
郎
の
対
面
に
立
っ
て
棘
を
抜
い
て
い
る
。
青
果
は
二
人
の
接
触
部
分
を
増
し
、
さ
ら
に
近
い
か
ら
こ
そ
感
じ
ら
れ
る
「
匂
い
」
を
重
ね
る
こ
と
で
、
二
人
の
出
会
い
を
印
象
深
い
「
官
能
」
的
な
場
面
と
し
て
描
い
て
い
る
。
さ
ら
に
婦
人
公
論
版
で
は
、『
元
禄
巷
談
』
で
削
除
さ
れ
た
場
面
が
描
か
れ
て
い
る
こ
と
に
も
注
目
し
た
い
。
そ
れ
は
、
新
発
意
が
お
七
に
吉
三
郎
の
「
匂
い
」
を
嗅
が
せ
る
場
面
で
あ
り
、「
後
に
は
ホ
ン
ノ
リ
と
香
含
め
の
留
木
の
か
ほ
り
が
、
そ
の
辺
の
空
気
に
漂
つ
て
ゐ
ま
す
。
最
う
何
う
に
も
な
り
ま
せ
ん
」
と
、
西
鶴
の
お
七
同
様
、
吉
三
郎
の
「
匂
い
」
に
欲
望
を
刺
激
さ
れ
て
衝
動
的
な
行
動
を
起
こ
す
姿
が
描
か
れ
て
い
る
。
ま
た
婦
人
公
論
版
で
も
、
お
七
と
吉
三
郎
の
交
歓
は
カ
ミ
ナ
リ
の
「
匂
い
」
で
暗
示
さ
れ
て
い
る
が
、
直
接
肌
に
触
れ
る
描
写
も
あ
る
。
し
ぶ
き
高
窓
の
障
子
紙
を
染
め
て
射
し
こ
む
稲
妻
の
ひ
ら
め
き
は
、
雨
繁
吹
に
し
め
つ
た
空
気
の
う
ち
に
、
薄
い
焔
硝
の
や
う
な
に
ほ
ひ
を
漂
は
し
ま
す
。
「
光
つ
た
。
こ
は
ひ
…
…
…
…
…
」
途
端
に
お
七
は
思
は
ず
、
吉
三
郎
の
肩
先
に
す
が
り
つ
き
ま
し
た
。
若
衆
の
や
は
ら
か
な
頸
筋
に
、
娘
の
歯
が
さ
は
り
ま（
２６
）す。
「
卑
猥
」
な
文
字
を
徹
底
し
て
排
除
し
た
『
元
禄
巷
談
』
で
は
、
吉
三
郎
の
首
に
お
七
の
歯
が
触
れ
る
と
い
う
描
写
は
書
き
得
な
か
っ
た
。
典
拠
に
記
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、『
元
禄
巷
談
』
で
頑
な
な
ま
で
に
「
卑
猥
の
文
字
」
が
避
け
ら
れ
た
の
は
、
先
述
し
た
よ
う
に
当
時
『
好
色
五
人
女
』
の
翻
刻
は
厳
し
い
検
閲
を
受
け
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
特
に
好
色
的
描
写
は
そ
の
対
象
と
な
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
婦
人
公
論
版
執
筆
時
に
は
そ
の
規
制
も
緩
み
始
め
て
お
り
、
そ
れ
が
『
元
禄
巷
談
』
よ
り
も
直
接
的
な
好
色
描
写
を
可
能
に
し
た
の
だ
ろ
う
。
な
お
、
婦
人
公
論
版
で
唯
一
消
去
さ
れ
た
「
匂
い
」
が
、
久
七
に
付
随
す
る
ニ
ラ
と
ニ
ン
ニ
ク
で
あ
る
。
作
品
冒
頭
か
ら
、
お
七
が
香
り
と
緊
密
な
関
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係
に
あ
る
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
青
果
は
「
匂
い
」
の
も
た
ら
す
官
能
を
、
お
七
に
の
み
結
び
付
け
よ
う
と
し
た
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。
４
婦
人
公
論
版
執
筆
の
背
景
青
果
が
、
婦
人
公
論
版
「
八
百
屋
お
七
」
を
手
掛
け
た
の
は
、
検
閲
が
緩
和
さ
れ
、『
好
色
五
人
女
』
全
翻
刻
が
可
能
と
な
り
は
じ
め
た
時
代
の
機
運
も
あ
ろ
う
。
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
青
果
自
身
の
内
的
動
機
も
、
執
筆
背
景
に
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
婦
人
公
論
版
第
一
回
目
の
文
末
に
記
さ
れ
た
附
言
に
は
、
青
果
の
創
作
意
図
が
記
さ
れ
て
い
る
。「
読
者
の
う
ち
或
は
著
作
を
改
刪
補
筆
せ
る
も
の
と
疑
惑
す
る
人
な
し
と
も
限
り
が
た
し
」
と
不
安
を
抱
き
な
が
ら
も
、『
元
禄
巷
談
』
と
の
違
い
は
、「
較
べ
読
み
た
る
人
の
、
か
な
ら
ず
諾
な
ひ
頷
か
る
ゝ
事
な
る
べ
し
」
と
期
待
し
、「
題
名
内
容
と
も
に
再
び
故
翁
の
著
作
を
襲
ふ
て
新
篇
の
創
作
を
完
成
せ
ん
」
と
し
て
、
青
果
は
筆
を
執
っ
た
。
読
者
に
ま
た
か
、
と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
不
安
を
抱
き
つ
つ
も
、
読
め
ば
前
作
と
は
全
く
違
う
内
容
で
あ
る
こ
と
が
理
解
し
て
も
ら
え
る
は
ず
だ
、
と
信
じ
て
い
る
様
子
が
う
か
が
え
る
。
こ
の
附
言
の
背
景
に
は
、
自
然
主
義
作
家
と
し
て
頭
角
を
現
し
て
い
た
明
治
四
十
三
年
に
、
原
稿
二
重
売
り
事
件
を
再
び
起
こ
し
て
、
文
壇
を
追
わ
れ
た
経
験
が
横
臥
し
て
い
る
。
ま
た
同
じ
様
に
糾
弾
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
と
危
惧
し
な
が
ら
も
、
も
う
一
度
青
果
が
西
鶴
の
お
七
に
取
り
組
ん
だ
の
は
、
好
色
的
要
素
を
含
め
た
『
好
色
五
人
女
』
の
表
現
力
や
人
物
描
写
を
十
全
に
伝
え
た
い
と
い
う
欲
求
が
抑
え
き
れ
な
く
な
っ
た
か
ら
だ
ろ
う
。
と
い
う
の
も
、
青
果
は
『
元
禄
巷
談
』
以
後
、
婦
人
公
論
版
ま
で
に
、
西
鶴
に
関
す
る
随
筆
や
翻
案
作
品
を
幾
つ
か
発
表
し
て
い
る
か
ら
で
あ（
２７
）る。
１
随
筆
「
西
鶴
の
五
人
女
に
就
て
」『
新
潮
』
明
治
四
十
三
年
十
月
２
随
筆
「
西
鶴
の
女
」『
新
潮
』
明
治
四
十
四
年
七
月
３
随
筆
「
西
鶴
の
輪
郭
」『
新
潮
』
大
正
元
年
六
月
４
翻
案
戯
曲
「
西
鶴
置
土
産
」『
婦
人
公
論
』
大
正
十
二
年
四
月
５
現
代
語
訳
「
西
鶴
傑
作
選
集
」『
婦
人
倶
楽
部
』
大
正
十
四
年
十
（
２８
）月
６
翻
案
戯
曲
「
小
判
拾
壱
両
」『
演
劇
新
潮
』
大
正
十
五
年
五
月
７
随
筆
「
西
鶴
研
究
」『
サ
ン
デ
ー
毎
日
』
昭
和
二
年
四
月
三
日
８
研
究
「
井
原
西
鶴
の
江
戸
居
時
代
」『
中
央
公
論
』
昭
和
四
年
三
月
こ
の
頃
青
果
は
、
戯
曲
や
研
究
論
文
へ
と
西
鶴
研
究
の
成
果
を
反
映
さ
せ
始
め
て
い
た
。
特
に
、
婦
人
公
論
版
「
八
百
屋
お
七
」
の
連
載
を
一
度
休
ん
だ
三
月
に
、
８
の
「
井
原
西
鶴
の
江
戸
居
時
代
」
を
発
表
し
て
い
た
こ
と
は
注
目
に
値
す
る
。
多
く
の
論
証
を
以
て
、
西
鶴
が
貞
享
三
年
以
来
、
四
、
五
年
間
江
戸
で
生
活
を
し
て
い
た
と
す
る
こ
の
新
た
な
説
は
、
研
究
者
の
間
で
物
議
を
醸
し
た
。
現
在
で
は
そ
れ
を
精
査
し
た
野
間
光（
２９
）辰に
よ
っ
て
否
定
さ
れ
て
い
る
が
、
伊
藤
正（
３０
）雄な
ど
青
果
の
意
見
を
支
持
す
る
研
究
者
も
い
た
。
青
果
は
こ
の
よ
う
な
調
査
や
研
究
を
重
ね
て
行
く
中
で
、「
人
間
全
体
の
研
究（
３１
）者」
と
い
う
西
鶴
へ
の
評
価
を
強
め
て
い
っ
た
。
そ
も
そ
も
青
果
は
、『
元
禄
巷
談
』
発
表
直
前
か
ら
、
近
松
門
左
衛
門
と
西
鶴
を
比
較
し
、
近
松
が
登
場
人
物
の
社
会
的
身
分
や
規
範
な
ど
に
規
定
さ
れ
た
物
語
展
開
を
し
て
い
る
の
に
対
し
、
西
鶴
は
「
不
可
抗
的
」
な
「
本
能
― 25 ―
に
運
命
に
左
右
さ
れ
て
、
知
ら
ず


落
ち
て
行
く
惨
め
な
人
間
を
書
い
て
居
る
」
と
い
う
見
解
を
持
っ
て
い（
３２
）た。
青
果
自
身
は
明
言
し
て
い
な
い
が
、
こ
の
抗
い
が
た
い
本
能
と
し
て
、
青
果
は
「
匂
い
」
と
好
色
の
関
係
を
見
出
し
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
を
『
元
禄
巷
談
』
執
筆
時
の
制
約
下
で
は
、
充
分
に
伝
え
き
れ
な
か
っ
た
。
そ
の
後
悔
か
ら
改
め
て
筆
を
執
り
、
「
新
篇
の
創
作
」
に
挑
戦
し
た
の
が
、
婦
人
公
論
版
執
筆
の
動
機
と
な
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
西
鶴
作
品
へ
の
理
解
と
そ
れ
を
表
現
し
た
い
と
い
う
熱
意
が
、
二
重
投
稿
の
「
誤
解
」
を
受
け
る
恐
怖
や
危
惧
を
越
え
た
の
だ
ろ
う
。
お
わ
り
に
三
作
目
の
戯
曲
「
八
百
屋
お
七
」
の
筋
立
て
は
紀
海
音
作
品
に
依
拠
し
て
お
り
、
し
た
が
っ
て
「
匂
い
」
と
好
色
性
と
の
影
響
関
係
も
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
。
カ
ミ
ナ
リ
の
晩
に
密
会
す
る
場
面
で
さ
え
も
、「
お
七
、
吉
三
郎
、
互
ひ
に
言
ひ
募
つ
て
向
直
り
、
両
手
を
も
つ
て
互
ひ
に
払
ひ
合
ふ
時
、
渡
り
廊
下
の
方
に
ピ
ン
と
鉄
錠
を
あ
け
る
音
聞
え
、
お
七
の
母
お
庄
、
遮
り
と
ゞ
む
る
下
女
お
梅
を
叱
り
つ
ゝ
出
て
来
る
」
と
い
っ
た
よ
う
に
、
も
は
や
「
匂
い
」
は
な
い
。
こ
の
戯
曲
の
「
匂
い
」
は
、
お
七
を
感
傷
的
に
さ
せ
る
「
お
ぼ
ろ
に
霞
む
春
の
夜
の
土
の
匂
ひ
」
で
あ
り
、
黒
羽
二
重
に
残
っ
た
「
焚
き
か
け
の
伽
羅
」
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
、
お
七
の
感
受
性
豊
か
な
性
格
を
表
し
て
お
り
、
そ
こ
に
好
色
的
な
要
素
を
見
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
真
山
青
果
の
八
百
屋
お
七
作
品
の
内
、
一
作
目
の
『
元
禄
巷
談
』
と
二
作
目
の
婦
人
公
論
版
で
は
、
お
七
と
吉
三
郎
の
交
歓
が
、
視
覚
、
聴
覚
、
嗅
覚
を
伴
う
カ
ミ
ナ
リ
の
描
写
で
表
現
さ
れ
て
い
た
。
カ
ミ
ナ
リ
と
好
色
性
は
西
鶴
作
品
に
お
い
て
も
し
ば
し
ば
見
ら
れ
、
両
者
の
関
係
は
西
鶴
作
品
か
ら
引
き
継
が
れ
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
西
鶴
の
カ
ミ
ナ
リ
に
は
「
匂
い
」
が
伴
わ
な
い
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
青
果
が
「
匂
い
」
を
付
随
さ
せ
た
の
は
、
『
好
色
五
人
女
』
巻
四
で
様
々
な
好
色
的
衝
動
を
刺
激
す
る
重
要
な
要
素
と
し
て
「
匂
い
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
た
め
で
あ
る
。
西
鶴
お
七
に
お
け
る
「
匂
い
」
と
好
色
性
の
関
連
を
見
出
し
た
の
は
、
真
山
青
果
た
だ
一
人
で
あ
る
。こ
の
よ
う
な
青
果
の
発
見
は
、
時
代
の
要
請
だ
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
『
好
色
五
人
女
』
の
翻
刻
が
相
次
い
で
発
禁
処
分
と
な
り
、
好
色
的
な
も
の
を
忌
避
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
が
、
寧
ろ
好
色
的
な
も
の
に
対
す
る
青
果
の
感
性
を
研
ぎ
澄
ま
さ
せ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
広
嶋
進
は
、
暉
峻
康
隆
や
森
銑
三
、
日
野
龍
夫
ら
先
達
が
、『
好
色
五
人
女
』
の
お
七
の
恋
を
「
清
純
」「
可
憐
」
な
ど
と
、「
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
な
場
面
と
し
て
受
容
し
て
き
た
背
景
」
を
考
察
し
、
好
色
的
表
現
を
極
小
化
し
た
青
果
の
二
作
品
に
よ
る
影
響
を
指
摘
し
て
い（
３３
）る。
若
き
日
の
暉
峻
康
隆
や
野
間
光
辰
な
ど
は
青
果
の
研
究
助
手
を
勤
め
て
い
た
こ
と
も
あ
っ
た（
３４
）が、「
匂
い
」
の
問
題
は
看
過
し
て
い
る
。
青
果
の
発
見
が
顧
み
ら
れ
な
か
っ
た
の
は
、
研
究
著
作
と
し
て
発
表
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
ま
た
彼
が
西
鶴
研
究
者
と
い
う
よ
り
は
小
説
家
・
戯
曲
家
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
青
果
の
作
品
に
よ
っ
て
、
西
鶴
解
釈
上
の
新
た
な
知
見
が
得
ら
れ
た
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、
小
説
や
戯
曲
な
ど
創
作
物
に
も
目
を
配
り
、
作
家
の
着
眼
点
に
注
目
し
て
い
く
こ
と
も
、
研
究
の
発
展
に
は
必
要
で
あ
る
こ
と
を
教
え
ら
れ
る
。
当
人
は
、
語
彙
考
証
に
注
力
し
て
い
た
が
、
こ
れ
ら
西
鶴
の
エ
ッ
セ
ン
ス
を
抽
― 26 ―
出
す
る
能
力
が
、
西
鶴
研
究
者
と
し
て
の
真
山
青
果
の
才
能
だ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
注
（
１
）
『
元
禄
巷
談
』
は
、
以
下
の
よ
う
に
タ
イ
ト
ル
を
変
更
し
て
、
出
版
さ
れ
続
け
る
。
『
五
人
女
』
新
潮
社
明
治
四
十
三
年
十
月
『
西
鶴
五
人
女
』
新
潮
社
大
正
六
年
九
月
『
五
人
女
』
南
宋
書
院
昭
和
元
年
十
二
月
（
２
）
未
見
（
但
し
『
真
山
青
果
全
集
』
第
四
巻
講
談
社
昭
和
五
十
年
所
収
）
（
３
）
拙
稿
「
青
果
の
見
た
八
百
屋
お
七
―
―
近
世
資
料
受
容
に
関
す
る
一
考
察
―
―
」『
国
語
国
文
』
平
成
十
九
年
五
月
（
４
）
現
在
分
か
っ
て
い
る
だ
け
で
も
、
性
的
描
写
を
伏
せ
字
（
欠
字
・
抄
録
）
で
対
応
し
た
翻
刻
本
は
数
多
く
存
在
す
る
。
『
好
色
五
人
女
』
丸
善
・
武
蔵
屋
叢
書
閣
明
治
二
十
三
年
『
西
鶴
全
集
』
上
巻
帝
国
文
庫
第
二
十
三
編
博
文
館
明
治
二
十
七
年
『
西
鶴
文
粋
』
下
巻
春
陽
堂
明
治
三
十
八
年
『
西
鶴
全
集
』
校
訂
平
民
書
房
明
治
四
十
年
『
西
鶴
文
集
』
下
巻
有
朋
堂
書
店
大
正
三
年
『
有
朋
堂
文
庫
』
第
三
十
八
有
朋
堂
書
店
大
正
六
年
『
西
鶴
全
集
校
訂
』
上
巻
共
益
社
出
版
部
大
正
十
四
年
『
西
鶴
全
集
』
中
央
出
版
社
昭
和
元
年
『
西
鶴
好
色
物
全
釈
三
段
式
』
広
文
堂
書
店
昭
和
二
年
『
好
色
五
人
女
』
岩
波
文
庫
岩
波
書
店
昭
和
二
年
『
西
鶴
撰
集
』
万
有
文
庫
第
四
巻
潮
文
閣
昭
和
三
年
『
西
鶴
名
作
集
』
日
本
名
著
全
集
江
戸
文
芸
之
部
第
二
巻
日
本
名
著
全
集
刊
行
会
昭
和
四
年
八
月
『
国
文
学
大
講
座
』
第
二
十
日
本
文
学
社
昭
和
十
年
『
現
代
語
訳
国
文
学
全
集
』
第
二
十
一
巻
非
凡
閣
昭
和
十
三
年
（
参
照：
内
務
省
警
保
局
編
『
禁
止
単
行
本
目
録
』
湖
北
社
昭
和
五
十
一
年
）
（
５
）
『
西
鶴
全
集
』
と
発
禁
に
つ
い
て
は
、
青
木
稔
弥
『
西
鶴
好
色
本
』
の
こ
と
な
ど
―
―
古
典
の
発
禁
」（『
国
文
学
解
釈
と
教
材
の
研
究
』
平
成
十
四
年
七
月
）
に
詳
し
い
。
（
６
）
学
校
法
人
国
際
学
園
蔵
（
７
）
大
塚
奈
奈
絵
「
国
立
国
会
図
書
館
蔵
『
発
禁
図
書
函
号
目
録
』
―
安
寧
ノ
部
・
風
俗
ノ
部
―
」『
参
考
書
誌
研
究
』
平
成
二
十
八
年
三
月
（
８
）
学
校
法
人
国
際
学
園
蔵
（
９
）
「
八
百
屋
お
七
―
―
好
色
五
人
女
―
―
第
一
回
」（『
婦
人
公
論
』
昭
和
四
年
一
月
）
の
附
言
に
は
、「
昭
和
二
年
十
二
月
三
日
」
の
日
付
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
発
表
時
期
を
考
慮
す
る
と
、
成
立
は
「
昭
和
二
年
」
で
は
な
く
原
稿
に
記
さ
れ
た
「
昭
和
三
年
」
を
信
用
す
べ
き
か
と
思
わ
れ
る
。
（
１０
）
潁
原
退
蔵
「
真
山
氏
の
西
鶴
研
究
」『
真
山
青
果
全
集
月
報
第
４
号
』
講
談
社
昭
和
五
十
年
（
１１
）
森
山
重
雄
「『
好
色
五
人
女
』
研
究
」『
西
鶴
の
研
究
』
新
読
書
社
昭
和
五
十
六
年
（
１２
）
『
元
禄
巷
談
』
の
改
題
本
で
あ
る
南
宋
書
院
版
『
五
人
女
』
序
文
。
大
正
十
二
年
十
二
月
に
記
さ
れ
た
も
の
。
（
１３
）
岡
本
隆
雄
「『
好
色
五
人
女
』
論
―
―
ヒ
ロ
イ
ン
の
造
型
を
め
ぐ
っ
て
―
―
」『
論
集
近
世
文
学
３
西
鶴
と
そ
の
周
辺
』
勉
誠
社
平
成
三
年
（
１４
）
竹
野
静
雄
「「
好
色
五
人
女
」
の
性
愛
表
現
」『
江
古
田
文
学
』
平
成
十
四
年
十
一
月
（
１５
）
森
耕
一
「『
好
色
五
人
女
』
論
序
説
（
上
）
―
―
物
語
の
構
造
―
―
」
『
園
田
語
文
』
平
成
二
年
三
月
、
森
耕
一
「『
好
色
五
人
女
』
論
序
説
（
中
の
二
）
―
―
神
話
―
―
」『
園
田
語
文
』
平
成
三
年
三
月
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（
１６
）
前
掲
森
山
重
雄
「『
好
色
五
人
女
』
研
究
」
（
１７
）
新
編
西
鶴
全
集
編
集
委
員
会
編
『
新
編
西
鶴
全
集
』
第
三
巻
・
本
文
篇
勉
誠
出
版
平
成
十
五
年
（
１８
）
暉
峻
康
隆
・
東
明
雅
校
注
訳
『
井
原
西
鶴
集
１
』
小
学
館
平
成
八
年
（
１９
）
カ
ミ
ナ
リ
の
視
覚
的
な
要
素
で
あ
る
稲
妻
は
、「
火
神
鳴
の
雲
が
く
れ
」
（『
好
色
一
代
男
』）
や
「
怪
我
の
冬
神
鳴
」（『
日
本
永
代
蔵
』）、「
春
の
初
の
松
葉
山
」（『
本
朝
桜
陰
比
事
』）
な
ど
の
諸
作
品
に
登
場
す
る
。
（
２０
）
新
編
西
鶴
全
集
編
集
委
員
会
編
『
新
編
西
鶴
全
集
』
第
四
巻
・
本
文
篇
勉
誠
出
版
平
成
十
六
年
（
２１
）
新
編
西
鶴
全
集
編
集
委
員
会
編
『
新
編
西
鶴
全
集
』
第
五
巻
下
勉
誠
出
版
平
成
十
九
年
（
２２
）
前
掲
森
山
重
雄
「『
好
色
五
人
女
』
研
究
」、
岡
本
隆
雄
「『
好
色
五
人
女
』
論
―
―
ヒ
ロ
イ
ン
の
造
型
を
め
ぐ
っ
て
―
―
」。
な
お
『
俳
諧
類
船
集
』
巻
二
（
延
宝
五
年
序
）
の
「
神
鳴
」
の
項
目
に
「
香
焼
」
が
付
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
も
カ
ミ
ナ
リ
よ
け
の
呪
い
に
依
拠
し
て
い
よ
う
。
（
２３
）
前
掲
『
新
編
西
鶴
全
集
』
第
五
巻
下
（
２４
）
谷
脇
理
史
「
五
人
女
の
悲
恋
」『
悲
恋
の
古
典
文
学
』
久
保
朝
孝
編
世
界
思
想
社
平
成
九
年
（
２５
）
真
山
青
果
「
八
百
屋
お
七
―
―
好
色
五
人
女
―
―
第
二
回
」『
婦
人
公
論
』
昭
和
四
年
二
月
（
２６
）
真
山
青
果
「
八
百
屋
お
七
―
―
好
色
五
人
女
―
―
第
三
回
」『
婦
人
公
論
』
昭
和
四
年
四
月
（
２７
）
こ
の
他
戯
曲
「
椀
屋
久
兵
衛
」（『
新
小
説
』
大
正
七
年
一
月
）、
随
筆
「
新
吉
原
常
々
草
に
就
て
」
が
あ
る
。「
椀
屋
久
兵
衛
」
は
『
椀
久
一
世
物
語
』
の
登
場
人
物
を
参
照
し
た
の
み
で
あ
り
、
深
い
影
響
関
係
は
な
い
た
め
リ
ス
ト
か
ら
は
除
い
た
。
ま
た
「
新
吉
原
常
々
草
に
就
て
」
は
、
初
出
が
昭
和
二
年
四
月
『
サ
ン
デ
ー
毎
日
』
と
す
る
も
の
（『
真
山
青
果
研
究
』
真
山
青
果
全
集
別
巻
一
講
談
社
昭
和
五
十
三
年
、
昭
和
女
子
大
学
近
代
文
学
研
究
室
編
発
行
『
近
代
文
学
研
究
叢
書
』
第
六
十
四
巻
平
成
三
年
ほ
か
）
と
昭
和
二
、
三
年
頃
『
朝
日
新
聞
』
と
す
る
も
の
（『
真
山
青
果
全
集
』
第
十
六
巻
講
談
社
昭
和
五
十
一
年
）
が
あ
る
が
、『
サ
ン
デ
ー
毎
日
』『
朝
日
新
聞
』
い
ず
れ
も
該
当
作
品
を
確
認
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
初
出
時
期
の
特
定
が
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
リ
ス
ト
か
ら
除
い
た
。
（
２８
）
「
西
鶴
傑
作
選
集
」
に
集
め
ら
れ
て
い
る
の
は
、『
好
色
五
人
女
』
巻
一
、
巻
三
、『
西
鶴
織
留
』、
巻
一
の
三
、『
萬
の
文
反
古
』
巻
二
の
三
の
四
作
で
あ
る
。
（
２９
）
野
間
光
辰
「
西
鶴
の
晩
年
と
江
戸
居
住
時
代
」『
上
方
』
昭
和
六
年
八
月
（
３０
）
伊
藤
正
雄
「
西
鶴
の
描
い
た
三
都
」『
近
世
日
本
文
学
管
見
』
伊
藤
正
雄
先
生
論
文
出
版
会
昭
和
三
十
八
年
（
３１
）
真
山
青
果
「
西
鶴
の
五
人
女
に
就
て
」『
新
潮
』
明
治
四
十
三
年
十
二
月
（
３２
）
真
山
青
果
「
名
文
評
釈
あ
る
か
な
き
か
の
と
げ
」『
新
潮
』
明
治
四
十
三
年
七
月
（
３３
）
暉
峻
康
隆
『
西
鶴
評
論
と
研
究
』
上
中
央
公
論
社
昭
和
二
十
三
年
、
同
『
好
色
物
の
世
界
西
鶴
入
門
（
下
）』
日
本
放
送
出
版
協
会
昭
和
五
十
四
年
、
森
銑
三
「
五
人
女
に
詩
が
あ
る
か
」『
西
鶴
一
家
言
』
河
出
書
房
新
社
昭
和
五
十
年
、
日
野
龍
夫
「
世
間
咄
の
世
界
」『
日
本
の
説
話
５
近
世
』
東
京
美
術
昭
和
五
十
年
（
３４
）
暉
峻
康
隆
「
西
鶴
と
現
代
文
学
」（『
西
鶴
新
論
』
中
央
公
論
社
昭
和
五
十
六
年
）
に
、
真
山
青
果
は
昭
和
四
、
五
年
ご
ろ
か
ら
、
山
口
剛
と
研
究
を
始
め
、
昭
和
七
年
か
ら
十
二
年
に
暉
峻
が
助
手
と
な
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
暉
峻
康
隆
・
中
島
隆
対
談
「
西
鶴
研
究
と
私
」（『
国
文
学
解
釈
と
鑑
賞
』
平
成
五
年
八
月
）
で
は
、
昭
和
八
年
ご
ろ
か
ら
野
間
光
辰
も
助
手
と
な
っ
て
い
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
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【
附
言
】
学
校
法
人
国
際
学
園
、
国
文
学
研
究
資
料
館
の
方
々
に
は
、
真
山
青
果
関
係
資
料
に
関
し
て
御
高
配
い
た
だ
き
、
ま
た
貴
重
な
ご
教
示
を
賜
り
ま
し
た
。
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。（
に
わ
み
さ
と
立
教
大
学
兼
任
講
師
）
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